























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i生)項目番号は表 1と同じ。Ｋ 共通性Ｃ：貢献圏 貢献圏及び共通性は少数点省略。
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表４選択された項目とその妥当性及び信頼性は数が同じ２項目であるが，妥当性係数は変数
増減法の方が高い。F11は，変数増減法で５項
目が選択され,その妥当性係数が0.865であった
が，実用性を考慮して選択した２項目の場合で
は0.653であり,項目数の多さが妥当性係数の高
さに反映していると考えられる。しかし，それ
以外の因子では，妥当性係数に大きな差はみら
れず，項目数の多い変数増減法の方が妥当性が
非常に優れるとは必ずしも言えないようであ
る。
次に，よいテストの条件'4)の一つである信頼
性について，両方法により選択された項目群を
比較してみる。尚，信頼性係数としてはクロン
バックのα係数｡5)を用いた。Ｆ３及びＦ８を除
く全因子は，実用性を考慮して選択した２項目
の方が高い値を示した。つまり，因子を測定し
た場合，その信頼性は実用性を考慮して選択し
た２項目の方が変数増減法で選択した項目群よ
りも全体的に高いと考えられる。一般に信頼性
は，測定対象と関係の高い項目を増やすことに
よって高められる｡4)変数増減法により選択さ
れた場合は，選択項目が比較的多いのに反し，
信頼性は低かった。変数増減法はより少数の項
目で対象をより高く推定しようとする妥当性重
視の選択方法であり，お互いに関連の強い項目
は選択されないことが原因と考えられる。
以上，変数増減法による選択では全体的に妥
当性は高いが，信頼性は低く，選択された項目
数も最初の半数の31項目に減少したが，必ずし
も少ないとは言えない。一方，実用性を考慮し
て各因子から２項目ずつ選択した場合では，項
目数は22項目と最初の約路以下であり，信頼性
及び妥当性も適度に安定して高い。従って，実
用性，及び因子の内容を考慮して選択した22項
目を勝因帰属のテスト項目として決定した。
尚，この22項目によって勝因帰属を捉えた場合
の信頼性は，スピアマン・ブラウンの信頼性係
数29)及びクロンバックのα係数がそれぞれ
0.883及び0.749であり，比較的高い22)ことが推
測される。また，２２項目全体（総得点）と，最
因子項目
灘蝋 信iii生
係数
F１Ａ
Ｂ
2,4,5
2,3
0.855
0.799(0.798）
0.618
0.687
Ａ
Ｂ
囮
10,12
9,10
0.880
0874(0.Ｍ）
棚側●
●
０
０
F３Ａ
Ｂ
14,22,23
22,23
0.8680.724
0.837(0.835）0.698
0.517
0.616
F４Ａ
Ｂ
17,29,321,54
29,34
0.874
0.799(0.799）
和
田０
９
田
田 0.853
0.Ｍ5(06841）
0.704
0.754
F５Ａ
Ｂ
0.872
0.841(0.835）
0.581
0.653
Ａ
Ｂ
閃 ３Ｍ2,43
42,43
0.8840.578
0.866(0.866）0.793
Ａ
Ｂ
ｎ 聞
聞０
０
妬
妬
0.8710.689
0.826(0.811）0.598
Ａ
Ｂ
肥 伯岨
岨９
０
幻
幻
0.8700.650
0.877(0.858）0.826
Ａ
Ｂ
用
田
０
田
記
剛Ⅲ００ ●
●
0.869
0.786(0.772）
F１０Ａ
Ｂ
28,33,40
40,41
0.8650.360
0.653(0.623）0.737
F１１Ａ
Ｂ
6,21,25,47,60
6,7
注)Ｆ１:体調因子Ｆ２:神経機能の体力因子
Ｆ３:周囲の期待･集中力因子Ｍ:自I鋤因子
Ｆ５:部の目標･体制因子冊:対戦相手の技能因子
Ｗ:指導者･技術習得因子Ｆ８:樹上練習区仔
Ｆ９:天候状況因子Ｆ10:パートナーの調子.能力因子
Ｆ11:体格優位因子
項目番号は表１と同じ。妥当性係数は因子と選択項目との重相関INR数。（）内は項目得点和と因子の相関係数。
儲1i1tlMi数はクロンバックのα係数｡但し、Ｆ９のＡのみ
再テストとの相関係数。Ａは変数増減法。Ｂは実用性及
び因子内容を考慮して選択した。
初の71項目及び62項目全体との相関係数は，両
値とも0.90以上の非常に高い値を示した。つま
り，２２項目によって捉えられる対象は，７１項目
あるいは62項目を用いて捉えた対象と殆ど変わ
らないと考えられる。
５．評価尺度の作成
因子得点の算出は，完全推定法'5)により求め
た推定式を利用すれば，因子を完全に推定でき
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る。一般に，動機づけを高め，競技力を向上さ
せるには，自己の能力への信頼を高めるような
内的要因への帰属が必要である8)｡従って，テス
トの結果から，この選手の場合には，勝因帰属
をその様な要因へ導くという指導上の指針も得
られよう．
以上のように，本研究で作成した勝因帰属テ
ストは，項目数が比較的少なく実用的で，ソフ
トテニス選手が勝ちの原因をどのようなことに
どの程度帰属しているかを，容易に知ることが
できると考えられる。
妥当性の点で最も優れる。しかし，前述の推定
式の場合，全項目を用い，且つ各項目の重み付
けの係数を考慮する必要があり，計算が非常に
面倒になる。このために本研究では，上述にお
いて各因子から，因子を適度に推定でき，且つ
信頼性も比較的高い２項目を選択した。表４の
妥当性係数は，選択された２項目と因子の重相
関係数を，括弧内の係数は２項目の得点の単純
和と因子との相関係数をそれぞれ示している。
前者は，因子を最も説明できるように２項目の
重みを考慮し，因子得点を求める方法である。
この結果から，因子得点は重みを考慮して算出
しても，単純に項目得点を加算しても，妥当性
の点では殆ど変わらないと推測される｡従って，
因子は,重みを考慮しないで求められる2項目の
得点和を持って推定することにした。
各因子の評価尺度を本研究の標本の平均値，
分散,及び簡便性を考慮して作成した｡Ｆ１～Ｆ
６，Ｆ８及びＦ９のいずれの因子も，２項目の
得点和が２点あるいは３点の場合は評価が１，
４点あるいは５点の場合は評価が2,6点の場合
は評価が３，７点あるいは８点は評価が４，９
点あるいは10点は評価が５である。Ｆ10は得点
の分布が全体的に高得点の方に傾いていること
から，評価は項目得点和が２点と３点の場合が
１，４点と５点が評価２，６点と７点が評価３，
８点と９点が評価４，１０点が評価５である。Ｆ
７及びF11は，得点の分布が低得点の方へ傾い
ており，２点の場合を評価１，３点あるいは４
点の場合を評価２，５点あるいは６点の場合を
評価３，７点あるいは８点を評価４，９点ある
いは10点を評価５とした。図１は，経験年数が
５年であるソフトテニス選手の勝因帰属を示し
たものである。この選手はＦ１及びF10の評価が
それぞれ４及び５と高く，それ以外の因子は２
以下の結果であった。つまり，勝ちの原因を体
調の良さ及びパートナーの調子・能力というよ
うな偶然的あるいは幸運的な外的要因に帰属し
ており，自分の努力あるいは能力のような内的
要因には殆ど帰属していないことが理解され
Ⅳ．まとめ
本研究の目的は，ソフトテニス選手を対象に，
有効且つ実用的な勝因帰属のテストを作成する
ことであった。先ず，理論的妥当性を検討し，
勝ちの原因帰属を構成すると仮定される６要因
から，合計71の質問項目を選択した(表１)。再
調査法による信頼性の検討及び項目分析を通し
て62項目を選択し，これらの項目から勝因帰属
の因子構造を明らかにした(表４)。次に，各因
子を推定する項目を，変数増減法によって，あ
るいは実用性及び因子の内容を考慮して選択
し，その両方法によって選択された項目間で妥
(因子番号)(評ii），＄↓＄
０
１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
因子番号は表４と同じ。
図１個人プロフィール
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14）松浦義行：体力測定法.朝倉書店,1983
15)松浦義行：体育･スポーツ科学のための統計学.朝倉
書店,1985
16）松田岩男・藤田厚・長谷川浩一：スポーツと競技
の心理,講座現代のスポーツ科学８，大修
館,1979
17）松田岩男・石井源信・猪俣公宏・落合優・加賀秀
夫・下山剛・松原隆・藤田厚・山本勝昭・伊
藤静夫：スポーツ選手の心理的適性に関する研究
第４報.昭和57年度日本体育協会スポーツ科学研究
報告,1982
18）中山厚生：知的スポーツマンのためのテニス論.道
和書院,1981
19）西田春彦･新睦人：社会調査の理論と技法11.川島
書店,1976
20)Phipps,S・JandMorehouse,ＣＡ.:Effectofmental
practiceontheacquisitionofmotorskillof
varrieddifficulty、ResQuart.，４０，P773-P778.，
1969
21）Simon,ＪＧ､andFeather,ＮＴ.:Causalattribu‐
tionsforsuccessandfailureatuniversity
examinationsJEduc・Psycho１．６４，P46-P56.，
1973
22）末永俊郎偏：社会心理学研究入門.東京大学出版
会,1988
23）種村紀代子・長沢邦子・丹羽助昭・中出盛雄・望月
伸三郎・黒田公子・岡仁詩：運動部の強さを規定
する要因の検討.日本体育学会第38回大会号，
Ｐ181.,1987
24）徳永幹雄･金崎良三．多々納秀雄･橋本公雄：スポー
ツ行動の予測と診断.不昧堂,1985
25）筒井漬次郎・天野彰夫・西田保：体育における学
習意欲と原因帰属の関係について.体育の科学,３９
巻,P797-P800.,1989
26）Wortman,ＣＢ,Castanzo,P.Ｒ,andWitt,ＴＲ：
Effectofanticipatedpeformanceontheattribu
tionsofcausalitytoselfandothersJPers・
SocPsychoL,27,P372-P381.，1973
27）Weiner,Ｂ､：Achievementmotivationandattribu‐
tiontheoryJeneralLearningPress,1974
28）山本裕二：コーチングのための原因帰属の研究.ス
ポーツ心理学研究,10巻,1号,P36-P42.,1983
29）四方実一・一谷彊：教育統計法入門.日本文化科学
社,1974
当住，信頼'性，及び実用性を検討した。最終的
に勝因帰属を構成する11因子から各２項目ず
つ，合計22項目を選択した。選択された22項目
は，妥当性，信頼性が比較的高く，項目数も当
初に比べかなり少ないことから，有効で実用的
なテストであると考えられた。更に，このテス
トの評価基準を,簡便性等を考慮して作成した。
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